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北
海
道
の

防
空
を
主
任

務
と
す
る
陸

上
自
衛
隊
北

部
方
面
隊
直

轄
の
防
空
部

隊「
第
１
高
射

特
科
団
」（
団

本
部
・
東
千

歳
駐
屯
地
）の

創
隊
52
周
年

記
念
式
典
が

４
月
21
日
、
千
歳
市
祝
梅
の

同
駐
屯
地
西
体
育
館
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
同
高

射
特
科
団
隷
下
の
第
１
高
射

特
科
群（
東
千
歳
・
島
松
駐

屯
地
）、
第
４
高
射
特
科
群

（
名
寄
駐
屯
地
）、
第
１
０
１

無
人
標
的
機
隊（
静
内
駐
屯

地
）、第
１
高
射
特
科
団
本
部

付
隊（
東
千
歳
駐
屯
地
）の
隊

員
約
２
５
０
人
の
ほ
か
、
来

賓
約
２
１
０
人
が
出
席
し
て

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
、
執
行
者
の
第
１

高
射
特
科
団
長
・
貴
島
康

二
陸
将
補
が「
現
在
、
中
東

情
勢
が
混
と
ん
と
し
て
お
り

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
我

が
国
は
中
国
の

力
に
よ
る
一
方

的
な
現
状
変
更

や
、ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
、
北
朝
鮮

に
よ
る
核
・
ミ

サ
イ
ル
開
発
な

ど
戦
略
３
正
面

す
べ
て
に
対
応

を
強
い
ら
れ
る

戦
後
最
も
厳
し

く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に

直
面
し
て
い
ま
す
」と
、日
本

周
辺
を
取
り
巻
く
緊
迫
し
た

国
際
情
勢
に
触
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で「
航
空
自
衛
隊

お
よ
び
陸
上
自
衛
隊
の
他
職

種
部
隊
と
の
連
携
を
よ
り
一

層
強
化
し
、
諸
先
輩
方
が
築

か
れ
た『
北
海
道
防
空
の
要
』

と
し
て
の
伝
統
を
継
承
し
つ

つ
、
各
種
事
態
に
即
応
で
き

る
練
度
を
維
持
向
上
し
て
任

務
に
ま
い
進
し
て
い
く
所
存

で
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
隊
員
に
対
し
て

「
日
々
精
進
し
て
い
る
こ
と
が

抑
止
に
直
結
し
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
指

揮
官
を
核
心
と
し
て
、
強
い

意
志
と
執
念
を
も
っ
て
挑
戦

し
続
け
て
も
ら
い
た
い
」と

力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
の
和
田
義

明
衆
議
院
議
員
や
横
田
隆
一

北
海
道
自
衛
隊
駐
屯
地
等
連

絡
協
議
会
長（
千
歳
市
長
）

が
祝
辞
を
述
べ
、
会
場
に
整

列
し
た
北
の
精
鋭
部
隊
を
大

い
に
激
励
し
て
い
ま
し
た
。

（
編
集
部
　
伊
藤
）

　
全
道
一
斉
に
行
わ
れ
る

「
春
の
火
災
予
防
運
動
」（
４

月
20
日
〜
30
日
）に
合
わ
せ

た
街
頭
啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
４

月
20
日
、
イ
オ
ン
千
歳
店
２

階
催
事
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
当
日
は
本
物
の
消
防
装

備
や
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
記
念
撮
影
を
行
っ
た

ほ
か
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
Ｊ
Ｕ
Ｎ
さ
ん
を
一

日
消
防
署
長
に
招
い
て
の

ト
ー
ク
＆
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
開

催
す
る
な
ど
、
市
民
に
住
宅

防
火
に
つ
い
て
説
明
す
る
広

報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
運
動
は
、
日
ご
ろ
忘
れ

が
ち
な
火
災
に
対
す
る
警
戒

を
呼
び
か
け
、
住
民
や
事
業

所
関
係
者
、
消
防
機
関
が
一

体
と
な
っ
て
火
災
予
防
を
推

進
す
る
取
り
組
み
。
千
歳
市

で
も「
春
の
市
民
火
災
予
防

運
動
」
と
銘
打
っ
て
、
市
内

大
型
店
舗
で
の
街
頭
広
報
や

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
等
訪
問
調
査
を
実
施
す

る
な
ど
、
火
災
予
防
の
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
に
は
市
民
ら
50
人
以

上
が
来
場
。
は
じ
め
に
千
歳

市
消
防
本
部
の
坂
口
忠
義
消

防
長
か
ら
、
道
内
や
東
京
を

拠
点
に
活
動
す
る
Ｊ
Ｕ
Ｎ
さ

ん
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
一

日
消
防
署
長
と
し
て
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
。
Ｊ
Ｕ
Ｎ
さ
ん

と
同
消
防
本
部
予
防
課
予
防

係
の
近
藤
敏
彦
係
長
が「
住

宅
防
火
」に
つ
い
て
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
を
行
い
、
絶
妙
の

掛
け
合
い
で
会
場
全
体
を
爆

笑
で
包
み
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
で

は
Ｊ
Ｕ
Ｎ
さ
ん
が
弾
き
語
り

を
披
露
し
会
場
を
沸
か
せ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
詰

め
か
け
た
子
ど
も
た
ち
が
消

防
庁
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
消
太

く
ん
」
と
触
れ
合
っ
た
り
、

消
防
服
や
装
備
品
と
と
も
に

家
族
連
れ
が
記
念
撮
影
を
楽

し
む
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
満

喫
。
同
店
を
含
む
市
内
６
施

設
で
街
頭
広
報
活
動
を
展
開

し
な
が
ら
、
広
く
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
編
集
部
　
伊
藤
）

　
令
和
６
年
度
「
第
17
回

千
歳
高
星
大
学
お
よ
び
第

６
回
千
歳
高
星
大
学
大
学

院
入
学
式
」
が
４
月
18
日
、

北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
４
階

大
会
議
室
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
大
学
第
17

期
34
人
、
大
学
院
第
６
期

33
人
が
入
学
。
年
齢
も
下

は
59
歳（
大
学
）か
ら
上
は

85
歳（
大
学
院
）と
さ
ま
ざ

ま
で
、
２
年
間
の
学
業
生

活
に
向
け
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
千
歳
高
星
大
学
は
60
歳

以
上
の
千
歳
市
民
を
対
象

に
、
生
き
が
い
の
あ
る
充

実
し
た
生
活
や
地
域
活
動

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

学
べ
る
場
と
し
て
１
９
９
１

（
平
成
３
）
年
に
開
校
。
千

歳
高
星
大
学
大
学
院
は
、

同
大
学
の
卒
業
生
が
よ
り

深
く
学
習
す
る
場
と
し
て

２
０
１
３（
平
成
25
）
年

に
開
設
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

２
０
２
０（
令
和
２
）年
度

の
み
活
動
を
停
止
し
た
ほ

か
は
、
２
年
間
の
学
習
活

動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
学
生
・
院

生
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が

読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、
学

長（
大
学
院
学
院
長
）を
務

め
る
佐
々
木
智
・
千
歳
市

教
育
長
が
「
大
学
に
入
学

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
好

奇
心
と
向
上
心
を
持
っ

て
積
極
的
に
学
び
、
こ

れ
か
ら
の
２
年
間
で
学

ぶ
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
や
活
動
で
実
践
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

院
生
の
皆
さ
ま
に
は
生

涯
学
習
の
理
念
の
も
と

で
、
大
学
で
学
ん
だ
こ

と
を
基
本
に
さ
ら
に
深

く
学
識
を
積
み
重
ね
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
そ
れ

ぞ
れ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に

移
り
、
大
学
は
「
自
治

会
組
織
に
つ
い
て
」
、

大
学
院
で
は
「
大
学
院

の
学
習
内
容
や
学
生
生

活
、
自
治
会
組
織
に
つ

い
て
」
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
実
施
。
翌
週
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
２
年
間

の
学
生
・
院
生
生
活
を

前
に
、
健
康
管
理
や
通

学
準
備
に
向
け
て
決
意

や
意
欲
を
高
め
て
い
ま

し
た
。（

編
集
部
　
伊
藤
）

陸自第１高射特科団 創隊52周年
記念式典・装備品展示など挙行

千歳ちゃんと  かわら版ちゃんと  かわら版

千歳高星大学・大学院６年度入学式　学生・院生計67人が学生生活に意欲

「
春
の
市
民
火
災
予
防
運
動
」啓
発
活
動

一
日
消
防
署
長「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
」さ
ん
が
活
躍

サックサクのとんかつ食べて
ホッと一息しませんか
札幌で昭和27年に創業した老舗のこだわりは「熟成とん
かつ」。豚肉を低温で35日間熟成させて、旨味と柔らかさ
を最大限に引き出した最良のお肉を使用します。挽き立
ての生パン粉で包み、40Lのたっぷりの油と60㎝の銅鍋
で揚げたとんかつは肉汁もたっぷり。一枚一枚に想いが
込められた、とんかつ好きのためのとんかつです。
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※有効期限：令和6年5月31日（金）まで 
※本券1枚で1組様まで 
※他サービス券・金券との併用不可 ■千歳市北斗4丁目13番20号

まずはお気軽にお電話ください。

期　間▶ 雇用期間の定めなし
仕　事▶ 生活情報紙｢ちゃんと｣の広告・企画営業、（既存の取引先の訪問及び新規開拓）、顧客管理業務（データ入力）
資　格▶ 要普免、千歳・恵庭市内在住の方、エクセル操作できる方
給　与▶ 月240,000円～ ※業績給別途支給/月5,000～180,000円
時　間▶ 9:00～18:00（休憩80分） ※月曜日は、若干の残業があります。（月平均4～10h程度）
休　日▶ 日曜日、隔週土曜日 （4週月は2回、5週月は3回）
待　遇▶ 各社保完備、交通費規定支給、車通勤可、昇給有、冬期・夏期手当支給、養育手当支給(1万円/1人)、
　　　　 試用期間1ヶ月位有、敷地内禁煙

地域密着
営業募集

生活情報紙ちゃんと


